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＜2013 年度事業報告＞ 

 

Ⅰ．事業の概要 

 公益社団法人日本ガスタービン学会は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律により認定された公益

目的事業（事業番号：公１）「ガスタービン及びエネルギー関連技術の発展とその普及・振興を目的とする事業」を行

う。2013 年度（2013 年 3 月 1日～2014 年 2 月 28 日）は下記を実施した。 
 

（１） 研究発表会及び学術講演会等の開催（定款第 4条 1号） 

 

（２） 学会誌及び学術書の刊行（定款第 4条 2 号） 

 

（３） 内外関連学協会との連携並びに協力（定款第 4条 3号） 

 2013 年度に継続して共催・協賛した行事は 45 件であり，新規のものは下記の 4件である。 

種類 開催時期 名    称 場   所 関連団体名 

協賛 2013/11/18 第 26 回翼列研究会 
宇宙航空研究開発機

構 調布本社講堂 
翼列研究会 

協賛 2013/11/20-22 

The 2013 Asia-Pacific 

International Symposium on 

Aerospace technology 

サンポートホール高

松 
日本航空宇宙学会 

時  期 場  所 名  称 内  容  参加者数 演題数

2013/4/12 三菱重工横浜ビル 特別講演会 

「メタンハイドレート-

資源としての特徴と開

発に向けての展望」 

60 名 1 

2013/6/21 

(株)JAL エンジニアリ

ング、エンジン整備セン

ター、成田航空機整備セ

ンター 

第 1回見学会 設備見学 36 名 ― 

2013/7/4-5 
(独)宇宙航空研究開発

機構 

第 23 回 

ガスタービン教育

シンポジウム 

若手技術者および学生

の教育（講義および施設

見学） 

70 名 7 

2013/10/15 琉球大学工学部 
ガスタービン市民

フォーラム 

「ガスタービンを使っ

て効率よく発電－コン

バインドサイクルって

何？」 

68 名 1 

2013/10/16-18 沖縄産業支援センター 

第 41 回日本ガス

タービン学会定期

講演会・見学会 

会員の研究・開発成果の

発表，定期講演会講演論

文集発行(150 部) 

143 名 77 

2013/11/8 
（株）日立製作所 電力

システム社日立事業所 

第 2 回見学会・技

術懇談会 
設備見学・講演 26 名 1 

2014/1/23-24 
東京大学 浅野キャン

パス 武田ホール 

第 42 回 

ガスタービンセミ

ナー 

｢ガスタービンの最新技

術と保守技術の動向｣，

セミナー資料集発行

（170 部） 

144 名 10 

図 書 名 発行年月日 発行部数 

日本ガスタービン学会誌 
2013/3/20，5/20，7/20，9/20，11/20，

2014/1/20 
    2,370 

International Journal of Gas Turbine, 

Propulsion and Power Systems   
2013/12，2014/2 Web 掲載 

「ガスタービン工学」 2013/8/31 1000 部（発行） 
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(APISAT-2013) 

協賛 2013/12/18-20 

第 22 回微粒化シンポジウム＆The 

16th Annual Conference of 

ILASS-Asia 

長崎大学坂本地区キ

ャンパス１ 良順会

館 

日本液体微粒化学会

協賛 2014/02/06-07 

1DCAE 概念に基づくものづくり設計

教育：第二弾（基礎・応用・実習・

事例～原理・原則に基づく 1DCAE 設

計） 

日本機械学会会議室 日本機械学会 

 

（４） ガスタービンに関する研究，調査（定款第 4条 4号） 

名    称 実 施 期 間 調  査  内  容 

「国産ガスタービン・過

給機生産統計（2014 年

版）」の資料収集 

毎年度継続して実施中 
我国におけるガスタービン及び過給機の生産に関する資料

を収集し、纏めると共に、結果を学会誌に掲載した。 

ガスタービンを考える

会 
毎年度継続して実施中 

産業用および航空用ガスタービン技術の方向性や戦略につ

いて調査検討し、学会版技術ロードマップの改訂、プロジ

ェクト案の策定、その実現方策の検討などを行った。 

調査研究委員会 2013 年度 産業用ガスタービン研究開発プロジェクト案をまとめた。

産官学連携委員会 毎年度継続して実施中 

技術開発における産官学連携の現状や課題を調査し、有機

的連携実現の方策を検討した。また、ガスタービンを考え

る会のプロジェクト案を実現させるプロセスを検討した。

 

（５） 研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第 4条 5号） 

ガスタービンに関連した研究及び技術開発を奨励するため、2 年に一度、優れた研究、技術に対して、ガスタービン

学会賞（論文賞、技術賞、奨励賞）を授与している。2013 年度は、学会賞審査の年度にあたるため、学会賞審査委員会

において、学会賞の審査を行なった。その結果論文賞 2件、技術賞 2 件、奨励賞 1 件を選出した。2013 年度通常総会に

おいて学会賞の授与を行う。また、若手人材育成のため、第 41 回日本ガスタービン学会定期講演会において講演発表

する学生の交通費の一部助成を実施するとともに、優れた研究発表を行った学生を表彰（日本ガスタービン学会学生優

秀講演賞）した。 

 

II． 運営組織の概要 

１．役員・会員・職員 

（１）役員（理事，監事）                             2014 年 2 月 28 日現在 

役  名 氏  名 
常勤・ 

非常勤 

就任 

年月日 
手当 担当業務 所   属 

会  長 

代表理事 
坂田 公夫 非常勤 2012/4/20 なし 業務の総括 (独)宇宙航空研究開発機構 

副会長 

代表理事 
藤谷 康男 非常勤 2013/4/12 なし 業務の総括 三菱日立ﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑｽﾞ(株) 

執行理事 太田  有 非常勤 2012/4/20 なし 
法人管理 

総務 
早稲田大学 

執行理事 正田 淳一郎 非常勤 2013/4/12 なし 
法人管理 

企画 
三菱日立ﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑｽﾞ(株) 

執行理事 山脇 栄道 非常勤 2012/4/20 なし 
法人管理 

財務 
(株)ＩＨＩ 

執行理事 幡宮 重雄 非常勤 2013/4/12 なし 

法人管理 

ガバナンス 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

(株)日立製作所 

執行理事 山根  敬 非常勤 2013/4/12 なし 
公１（１） 

集会行事 
(独)宇宙航空研究開発機構 
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執行理事 辻田 星歩 非常勤 2013/4/12 なし 
公１（１） 

集会行事 
法政大学 

執行理事 岡崎 正和 非常勤 2013/4/12 なし 
公１（１） 

技術普及 
長岡技術科学大学 

執行理事 畔津 昭彦 非常勤 2012/4/20 なし 
公１（１） 

国際会議 
東海大学 

執行理事 村田  章 非常勤 2012/4/20 なし 
公１（２） 

広報 
東京農工大学 

執行理事 武  浩司 非常勤 2013/4/12 なし 
公１（２） 

調査 
川崎重工業(株) 

執行理事 田沼 唯士 非常勤 2012/4/20 なし 
公１（２） 

学会誌 
帝京大学 

執行理事 寺本  進 非常勤 2012/4/20 なし 
公１（２） 

論文 
東京大学 

執行理事 春海 一佳 非常勤 2013/4/12 なし 

公１（３） 

表彰 

公１（１） 

学術講演会 

(独)海上技術安全研究所 

理  事 古谷 博秀 非常勤 2012/4/20 なし 公１（１） (独)産業技術総合研究所 

理  事 桂田  健 非常勤 2013/4/12 なし 公１（２） 日本航空(株) 

理  事 新関 良樹 非常勤 2012/4/20 なし 公１（２） (株)東芝 

理  事 高西 一光 非常勤 2012/4/20 なし 公１（２） 関西電力(株)  

理   事 渡辺 和徳 非常勤 2013/4/12 なし 公１（２） (一財)電力中央研究所 

監   事 塚越 敬三 非常勤 2013/4/12 なし 業務監査 三菱日立ﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑｽﾞ(株) 

監   事 藤綱 義行 非常勤 2013/4/12 なし 業務監査 東京農工大学 

 

（２） 会員 

 会  員  数  

会員種別 本年度末 

2014 年 2 月 28 日現在 

昨年度末 

2013 年 2 月 28 日現在 

増減数 

正 会 員  ２０５7名  １９６８名 ８9名 

学生会員 ８２名 ８８名 △６名 

名誉会員    ５０名    ５３名 △３名 

終身会員    ３４名    ３３名  １名 

賛助会員 １０２社（１３７口） １０１社（１３７口） １社（０口） 

   

（３） 職員                                 2014 年 2 月 28 日現在 

職  務 氏  名 就任年月日 担 当 事 務 備 考 

事務局員 平岡 克英 2011 年 3 月 1 日(嘱託) 事務局の総括 事務局長 
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２．役員会等 

（１） 理事会 

開催月日 議 事 事 項 会議の結果 

2013/3/14 

  

１）会員入退会の件 

２）財務状況報告の件 

３）2012 年度事業報告（案） 

４）2012 年度決算（案） 

５）2013 年度収支予算（改訂） 

６）2013 年度役員・委員長候補者案 

７）委員会構成案 

８）2012 年度通常総会の件 

９）2013 年度事業計画（改訂） 

１０）IGTC2015 会期および会場の件  

１１）ターボ機械協会 40 周年式典の件 

１２）他学協会からの共催・協賛行事の件 

１３）倫理規定委員会報告 

１４）広報委員会報告 

１５）集会行事委員会報告 

１６）技術普及委員会報告 

１７）産官学連携委員会・GT を考える会報告 

１８）理事会引継書作成依頼  

１９）2013 年度理事会等日程（案） 

２０）2013 年度第１回理事会議事録 

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

2013/4/12 

(臨時理事会) 

１）代表理事の選任 

２）執行理事の選任 

３）理事の担当業務 

４）第１回臨時理事会議事録確認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

2013/5/20 １）会員入退会の件 

２）財務状況報告の件 

３）執行理事職務分掌規程（改定案）、委員会規程（改定案） 

４）委員会構成（案）の件 

５）理事会引継書（案）の件 

６）事務局 6 月度賞与支給額の件 

７）2013 年度理事会等日程変更の件 

８）他学協会からの共催・協賛行事の件  

９）学会誌共同企画の件 

１０）学術講演会委員会報告 

１１）集会行事委員会報告 

１２）IGTC2015 準備委員会報告 

１３）内閣府定期提出書類（案）の件  

１４）事務局報告 

１５）2013 年度第２回理事会議事録 

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

2013/6/25 １）会員入退会の件 

２）他学協会からの共催・協賛行事の件 

３）財務状況報告の件 

４）委員会構成（案）の件 

５）運営委員会報告 

６）学術講演会委員会報告 

７）集会行事委員会報告 

８）ガスタービン技術普及委員会報告 

９）論文委員会報告 

１０）ガスタービン統計作成委員会報告 

１１）学会誌編集委員会報告 

１２）2013 年度第３回理事会議事録 

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認／了承 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

2013/7/29 １）会員入退会の件 

２）他学協会からの協賛依頼行事の件 

３）財務状況報告の件 

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認／了承 

全会一致で承認 



  - 5 -  

４）規程類改定案の件 

５）運営委員会報告 

６）自己点検委員会報告 

７）学術講演会委員会報告 

８）表彰委員会報告 

９）集会行事委員会報告 

１０）ガスタービン技術普及委員会報告 

１１）論文委員会報告 

１２）学会誌編集委員会報告 

１３）ガスタービン統計作成委員会報告 

１４）その他（事務局体制） 

１５）2013 年度第４回理事会議事録 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

2013/10/4 

 

１）会員入退会の件 

２）財務状況報告の件 

３）補正予算の件 

４）電子情報システム充実化資金計画変更の件 

５）他学協会等からの協賛依頼行事の件 

６）委員会構成案 

７）台風等の自然災害による学術講演会開催困難時の対応の件 

８）ASME TURBO EXPO 2014 への事務局員の派遣について 

９）ASME TURBO EXPO 2014 展示への出展について 

１０）調査提案書（負荷変動対応型先進発電設備）の件 

１１）将来航空エンジン基盤技術創生プロジェクト 

   PHASEⅠの件 

１２）規程類改定案 

１３）事務局体制について 

１４）自己点検委員会報告 

１５）運営委員会報告 

１６）広報・情報システム化推進委員会報告 

１７）企画委員会報告 

１８）国際委員会報告 

１９）学術講演会委員会報告 

２０）集会行事委員会報告 

２１）IGTC2015 準備委員会報告 

２２）技術普及委員会報告 

２３）2013 年度第 5回理事会議事録 

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認／了承 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

2013/12/11 １）会員入退会の件 

２）財務状況報告の件 

３）委員会構成案の件 

４）規程類改定案の件 

５）学会誌 PDF ファイルの外部提供・入会勧誘の件 

６）ONLINE 決済機能の学会 WEB への導入の件 

７）事務局職員 12 月度賞与の件  

８）ガスタービン工学発刊記念祝賀会の件 

９）他学協会からの協賛依頼行事の件 

１０）名誉会員・終身会員候補者選考の件 

１１）2014 年度事業計画（素案）の件 

１２）2014 年度収支予算（素案）の件 

１３）運営委員会報告 

１４）国際委員会報告 

１５）集会行事委員会報告 

１６）技術普及委員会報告 

１７）学会誌編集委員会報告 

１８）産官学連携委員会報告 

１９）2013 年度第 6回理事会議事録 

 

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

2014/2/5 １）会員入退会の件 

２）財務状況報告の件 

３）他学協会からの協賛依頼行事の件  

全会一致で承認／確認 

全会一致で承認 

全会一致で承認／了承 



  - 6 -  

４）委員会構成案の件 

５）名誉会員・終身会員候補者の件 

６）学会賞審査結果について  

７）2014 年度事業計画（案） 

８）2014 年度収支予算（案） 

９）規程類改定案 

１０）調査研究委員会の設置について 

１１）学会紹介英文パンフレットについて 

１２）事務局長（嘱託）契約更新について 

１３）次年度役員・委員長候補者の件 

１４）国際委員会報告 

１５）集会行事委員会報告 

１６）技術普及委員会報告 

１７）学会誌編集委員会報告 

１８）事務局常勤職員辞令 

１９）役員就任承諾書書式 

２０）2013 年度第 7回理事会議事録 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

全会一致で承認 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

了承 

全会一致で承認 

 

（２）総会 

開催月日 議 事 事 項 会議の結果 

2013/4/12 

 

公益社団法人 日本ガスタービン学会 

2012 年度通常総会 

第１号議案： 計算書類および財産目録の件 

第 2号議案： 理事選任の件 

第 3号議案： 監事選任の件 

第 4号議案： 名誉会員候補者の件 

第 5号議案： 終身会員候補者の件 

 

 

賛成過半数により承認

賛成過半数により承認 

賛成過半数により承認 

賛成過半数により承認

賛成過半数により承認 

 

３． 各委員会の活動 

（１） 倫理規定委員会  

 委員長  幡宮 重雄  他５名   開催１回 

 倫理規定に関する事項を担当した。 

（２） 自己点検委員会      

 委員長  幡宮 重雄  他５名  開催１回 

 自己点検委員会運営要領を制定し、学会実施事業のチェックリスト案を作成した。 

（３） 運営委員会 

         委員長  太田 有  他１１名  開催７回 

庶務、会計、渉外、その他学会運営に関する事項を担当した。 

（４） アドバイザリー委員会 

委員４４名    開催１回 

 2012 年度事業報告、2013 年度事業計画、ガスタービン技術ロードマップおよびプロジェクト提 案の検討状

 況、教科書編纂・技術普及活動内容の概要説明を受け、議論を行った。 

（５） 企画委員会 

 委員長  正田 淳一郎 他５名  開催２回（内 E-mail 会議１回） 

 引き続き規程類の整備に努めるとともに、内部管理体制について検討し、倫理規定委員会と自己点検
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 委員会の設置形態、活動内容、構成を具体的に決め、これらの委員会の設置について運営委員会、理事会に

 諮り承認された。また、学会特集記事の選定方法案につき取り纏め、運営委員会、理事会に諮り承認された。 

（６） 国際委員会 

 委員長  中村 良也  他１２名  開催４回 

サンアントニオで６月に開催された ASME Turbo Expo 2013 の会期中に IAC 会議を開催した。また ACGT 2014

に向けた関係者会議が 6月にソウルで開かれ参加、共催団体として支援すべく日本側実行委員会を組織した。

デュッセルドルフで開催予定の ASME Turbo Expo 2014 に GTSJ として出展を企画、理事会の承認を受け、展

示内容の計画や配布物等の準備を進めた。このうち学会紹介英文パンフレットについては作成を完了、配布

に供する。また英文ホームページのコンテンツの更新整備を進めた。 

（７） 学術講演会委員会 

 委員長  山本 武  他１２名  開催３回 

 第 41 回日本ガスタービン学会定期講演会を那覇市沖縄産業支援センターで開催し、見学会（沖縄電力(株)

 吉の浦火力発電所、海水淡水化センター等）を実施した。また、市民フォーラムを琉球大学工学部にて開催

 した。 

（８） 集会行事委員会 

  委員長  山根 敬  他１７名  開催６回 

 若手技術者、研究者を対象に 2 日間の第 23 回教育シンポジウム(JAXA 調布航空宇宙センター)、見学会とし

 て(株)JAL エンジニアリング（エンジン整備センター、成田航空機整備センター）並びに(株)日立製作所

 （電力システム社日立事業所、他）の半日の見学会を各 1回（いずれも会員以外の一般参加も受付）、東京大

 学浅野キャンパス武田ホールにおいて「ガスタービンの最新技術と保守技術の動向」に関する第 42 回ガスタ

 ービンセミナー(2 日間)等の企画・実施を担当した。 

（９） ガスタービン技術普及委員会 

 委員長 岡崎 正和  他１３名  開催３回（内 E-mail 会議１回） 

ガスタービンに関連する教科書「ガスタービン工学」を刊行した。この普及活動を増進する活動の一環とし

て、全国の大学図書館向けに教科書の発刊を知らせる広報ビラを作成し、郵送した。さらに、他の学会誌の

書評欄などに教科書の概要を掲載する、中高大学生向け出前授業を行うなど、継続的に普及活動を行うため

のアクションプランをたてた。 

（１０）学会誌編集委員会 

委員長 田沼 唯士     他２４名  開催６回  

学会誌の企画・編集・発行に関する事項（特集記事の企画・執筆依頼・校正、各号の編集・発行等）を担当

した。特集として、2013 年 3 月「圧縮機・過給機の最新技術動向」、2013 年 5 月「ポンプとガスタービン」、

2013 年 7 月「ガスタービン発電設備の経年化対策（点検・補修・改善技術）」、2013 年 9 月「ガスタービンと

可視化技術／最新の可視化技術はどのように使えるか」、2013 年 11 月「中低温熱回収タービン開発の現状」、

2014 年 1 月「特集①ガスタービンに関する標準規格、特集②第 41 回定期講演会（那覇）報告」を企画・編

集し、研究・開発・設計技術者からユーザー各社の技術者まで、幅広い読者に関心を持って頂ける内容とな

るように努めた。また、関連規程類の見直しを行った。 

（１１）論文委員会 

委員長 船﨑 健一  他１３名  開催 6回（内 E-mail 会議２回）  

 学会に投稿された和文及び英文技術論文の査読、電子版英文論文集 International Journal of Gas Turbine, 

 Propulsion and Power Systems（略称 JGPP）の編集・発行を行った。 

（１２）ガスタービン統計作成委員会 

 委員長  武 浩司  他１０名  開催４回（内 E-mail 会議２回） 

 2012 年の国産ガスタービン及び過給機生産に関する統計資料をまとめ、学会誌 Vol.41 No.4 に掲載した。 
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（１３）産官学連携委員会 

委員長 渡辺 紀徳  他１５名  開催４回 

ガスタービン・ジェットエンジンに関する研究開発プログラムの具体化方策や、学会の産官学連携促進活動

について検討を行った。ガスタービンを考える会で作成している研究開発プロジェクト案を実現させる方策

について審議・助言を行い、新たな調査研究委員会の設置を提案した。 

（１４）広報委員会 

 委員長  村田 章  他７名  開催４回（内 E-mail 会議４回） 

 学会ホームページの充実を図るために、学会誌バックナンバーの PDF ファイル容量制限を緩和し、図の解像

 度の改善を行った。また、学会ホームページ掲載内容を適宜追加・修正した。さらに情報システム化推進委

 員会と一体となり、学会各委員会で使えるファイル共有サーバーの検討・導入を行った。また、学会ホーム

 ページからオンライン決済を行うシステムの検討を行った。 

（１５）表彰委員会 

 委員長  藤谷 康男  他６名  開催７回（内 E-mail 会議６回） 

 本年度は学会賞審査の年度にあたるため、学会賞候補者を公募した。審査については、学会賞審査委員会を

 構成し、審査および候補者の選出を委嘱した。また、学術講演会委員会と協力して、定期講演会で講演発表

 する学生の交通費の一部助成を実施し、さらに同委員会と協力の下、学生優秀講演賞の選定と表彰を行った。

 加えて表彰事業に関する規程（学会賞規程）に関する見直しを行った。 

（１６）次年度役員候補者等推薦委員会 

 委員長 藤谷 康男  他４名   開催２回 

 平成２６年度に交代する理事ならびに各委員会委員長の候補者の人選を進め、理事会へ推薦を行った。 

（１７）名誉会員選考委員会 

 委員長 坂田 公夫  他６名   開催１回 

 規程に従って名誉会員候補者を選考し、候補者原案を運営委員会に提案した。 

（１８）終身会員候補者選考委員会 

 委員長 坂田 公夫  他４名   開催１回 

 規程に従って終身会員候補者を選考し、候補者原案を運営委員会に提案した。 

（１９）学会賞審査委員会 

 委員長 筒井 康賢  他１０名  開催２回 

 本年度は、学会賞審査の年度にあたる。2014 年 1 月 22 日に開催された第 2 回委員会において、学会賞の審

 査を実施し（技術賞のヒアリングを含む）、論文賞 2件、技術賞 2件、奨励賞 1件の候補を選出した。 

（２０）2015 年国際ガスタービン会議準備委員会 

         委員長  渡辺 紀徳  他７名  開催６回 

 国際ガスタービン会議 IGTC2015 の開催準備を行い、会期、会場、準備スケジュール等の決定、会場の使用契

 約締結などを実施した。2013 年 10 月に実行委員会を立ち上げ、業務を引き継いだ。 

（２１）2015 年国際ガスタービン会議実行委員会 

 委員長 渡辺 紀徳  他１１名   開催２回 

 準備委員会の業務を引き継ぎ、IGTC2015 の開催準備を進めた。 

（２２）情報システム化推進委員会 
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委員長 村田  章  他７名  開催４回（内 E-mail 会議４回） 

 学会各委員会で使えるファイル共有サーバーの検討・導入を行った。また、学会ホームページからオンライ

 ン決済を行うシステムの検討を行った。  

（２３）産業用ガスタービン研究開発プロジェクト調査研究委員会 

委員長 壹岐 典彦  他７名  開催２回 

 産官学連携委員会およびガスタービンを考える会と連携しながら、メール審議を併用して産業用ガスタービ

 ンの研究開発プロジェクト立案に向けて調査・検討を行った。その成果として、2030 年の発電設備について

 負荷変動追従性を高めるために必要となる基盤技術や解決すべき課題について調査し、負荷変動対応型先進

 発電設備の技術開発を検討する「負荷変動対応型先進発電設備に関する技術可能性調査」の提案をまとめて

 事業を終了した。 

     




